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	インフルエンザウイルス
	新型コロナウイルス従来株
	新型コロナウイルスデルタ株

	感染経路
	接触・飛沫感染
	接触・飛沫感染
	接触・飛沫感染

エアロゾル感染

	物質表面での
残存時間
	24時間経過で死滅する
	24時間～7日（物質により異なる）
	24時間～7日（物質により異なる）

	潜伏期間
	１～3日
	2～14日（平均5.6日）
	2～14日（平均3日）

	ウイルス排出
期間
	5～10日
	感染力のあるウイルス排出期間は10日以内
	従来型よりも排出期間が長い

	ウイルス排出の
ピーク
	発病後2,3日後
	発病1日前
	不明（従来型と同じ？）

	無症状感染
	約10％（無症状感染では、ウイルスの排出少ない）
	18～81％くらいが無症状（年齢により差がある、無症状感染でもウイルス量は多く、感染力が高い）
	10％くらいが無症状（無症状感染でもウイルス量は多く、感染力は高い）

	ワクチン
	ウイルスが変異するので毎年打つ必要がある。（34～55％の発病を防いだり重症化を防いだりする）
	ワクチンを2回接種することにより、90％以上の確率で発病や重症化を防ぐことができる。
	ワクチンを2回接種することにより、64～88％の発病を防いだり、90％以上の確率で重症化を防ぐことができる。












感染力が強いので、家族に感染者がでると、感染の確率が非常に高いです。
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ご家族に新型コロナウイルス感染症が疑われる場合


ご家庭内で注意したいこと
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ほけんだより　10月





�





①部屋を分けましょう


○個室にしましょう。食事や寝る時も別室としてください。


・子どもがいたり、部屋を分けられない場合には、少なくとも２ｍ以上の距離を保ったり、カーテンなどを設置することをお薦めします。


・寝るときには頭の位置を互い違いになるようにしましょう。


○感染者は極力部屋から出ないようにしましょう。


・トイレ、バスルームなど共有スペースの利用は最小限にしましょう。


○食事の時間をずらしたり、対角線上に座りましょう。また、食事の間は会話を控えましょう。





②感染者のお世話はできるだけ限られた方で


○心臓、腎臓、肺などに持病のある方、糖尿病の方、妊婦の方などが感染者のお世話をするのは避けてください。





③マスクをつけましょう


○マスクの表面には触れないようにしてください。


・マスクを外す際には、ゴムをつまんで外しましょう。捨てる時にはビニール袋に入れて口を縛って密閉します。


○マスクを外した後は必ず石鹸で手を洗うか、アルコール手指消毒をしましょう。





④こまめに手を洗いましょう


○こまめに石鹸で手を洗いましょう。またはアルコール消毒をしましょう。洗ってない手で、目や鼻、


口などを触らないようにしましょう。





⑤定期的に換気をしましょう


○共有スペースや他の部屋も窓を開け放しにするなど換気をしましょう。


・1時間に2回程度、対角線上の窓と扉の半分程度を開け、空気の流れを作りましょう。換気が難しい場合は、


 空気清浄機を部屋の中心に置くのが効果的です。


・自動車に同居人以外と乗る場合は、必ず換気をしましょう。





⑥手で触れる共有部分を消毒しましょう


○共有部分（取っ手、ドアノブ、ベッド柵、電気のスイッチなど）は、500ppmに薄めた家庭用塩素漂白剤で拭き


ましょう。


○トイレ、洗面所などの手拭きタオルは共用しないようにしましょう。


・使い捨てのペーパータオルなどを使うのも一つの方法です。


○トイレ・洗面所は家庭用洗剤ですすぎ、家庭用消毒剤でこまめに消毒しましょう。


・衣類・食器など、感染者の使用したものを分けて洗う必要はありません。


○共有スペースなどの環境消毒は1日1回程度で、共有部分に触れた時の手指


の消毒は怠らないよう徹底しましょう。





⑥汚れたリネン、衣服を洗濯しましょう


○体液で汚れた衣服、リネンを取り扱う際は、手袋とマスクをつけ、一般的な家庭用洗剤で洗濯し完全に乾かして


ください。


　


⑦ゴミは密閉して捨てましょう


○鼻をかんだティッシュやマスクを捨てる時はすぐにビニール袋に入れ、室外に出すときは密閉して捨ててください。


その後はすぐに石鹸で手を洗いましょう。





　「デルタ株」拡大による、家庭内感染の急増は、家庭内で感染者が出た場合の対策の難しさを表しています。最も重要なのは家庭内に持ち込まないこと。気持ちを引き締めて感染対策をしましょう。


　　





2021年10月11日


聖隷こども園　


保育園　保健部会





朝夕は涼しい風が吹き、過ごしやすい季節になりました。新型コロナウイルス感染症もデルタ株が猛威を振るい、感染者の数が昨年とは比べられないくらい増えました。しかも、現段階では発症している人の9割以上がデルタ株と言われています。緊急事態宣言は解除されましたが、今後も感染対策は続けていかなければなりません。今月のほけんだよりは家庭での感染対策を中心にお伝えします。





エアロゾル感染とは


飛沫内のウイルスが、飛沫が落下してもしばらく空気中を漂う事によっておこる感染です。





インフルエンザと比べてみました
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咳エチケット


①咳やくしゃみを他の人に向けてしない。


②咳が出る時は、できるだけマスクをする。


③咳やくしゃみが出そうになったら、ティッシュや肘で口をおさえる。（肘は他に触れる機会が少ないからです）


④手のひらで、咳やくしゃみを受け止めた時は、すぐに手を洗う。


＊咳やくしゃみによってウイルスが飛び散り、周りにいる人に感染が広がってしまいます。まず大人が注意し、できることを子どもにも伝えましょう。
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500ppm消毒液の作り方


水　　　　　　　3ℓ


ハイターなど　25㎖





厚労省の㏋より抜粋、編集





小さい子どもはワクチンを打てません。マスク着用も上手ではありません。


まず、大人から気をつけましょう。





　　今年の冬はインフルエンザが流行る？　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　静岡県社会福祉協議会　感染症対策講座より


　昨年は手洗い、マスクなどをしっかり行ったためか、インフルエンザや嘔吐下痢症などの発症がほとんどありませんでした。子どもたちが感染症にかかる機会が減ったのはよいことですが、人間の免疫の働きは生後、風邪をひいたり予防接種を受けたりすることで徐々に培われていくものです。免疫の獲得が十分でないと、感染症が流行した時に症状が重くなったりすることがあります。


　今年の夏はRSウイルス感染症が流行りました。RSウイルスは本来冬に流行するものです。また、RSウイルスが流行した年はインフルエンザが流行するとも言われています。マスク・手洗い・人との距離を見直してみましょう。








☆不織布マスクをお薦めします☆


　感染リスクを下げるためには、ウレタンや布マスクよりも不織布マスクの方がいいです。


また、顎にかけてしまう「あごマスク」や鼻が出ている「鼻出しマスク」はマスクをしていないのと同じです。マスクをつけた時は隙間がないように、鼻と口の両方を覆いましょう。








